
チャート： 30分足  29日（木）朝６時 ～ 30日（金）朝６時 
29日（木）の主な推移 

米ＧＤＰを受けたユーロ/ドルの動きに注意 
７月30日（金曜日） 

ドル/円 

※チャートは30分足 日本時間にて表示  ※左表は終値ベース、( )は前日比                          

出所：外為どっとコム 

① 
前日の米カリフォルニア州知事による財政非常事態宣言などが材料視され、為替市場ではリスク回

避目的の円買い優勢の展開となった。ただ、87.10円近辺では底堅く、日本株が引け間際に小幅に

下げ幅を縮小すると、ドル/円は反発した。 

② 

ドルが全面的に売られる展開になると、ドル/円でもドル安が進行。節目の87.00円付近で底堅さをみ

せる場面もみられたが、ここを割り込むとドル安・円高が加速し、ドル/円は86.73円の安値を付けた。

ただ、21時30分に発表された米新規失業保険申請件数が45万7000件と、市場予想（46万件）より強

い結果を示すと、ドル/円は87円台を回復した。 

③ 

セントルイス連銀のブラード総裁が「長期にわたる低金利を約束することは、日本の様なデフレに陥

るリスクを高める可能性」などとデフレ懸念を示したことで、米長期金利などが低下。これを受けてド

ル/円ではドル安・円高が進み、86.56円の安値を付けた。ただ、ダウ平均株価が持ち直す中で87円

付近までドルは値を戻した。 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

ダウ平均株価 

10467.16ドル 

（-30.72ドル） 

米長期金利 

(10年債利回り) 

2.9812％ 

（-0.0200％） 

NY原油先物 

78.36ドル 

（+1.37ドル） 
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①日経平均の下落 

②ドル全面安の流れ 

③ブラード連銀総裁発言 
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・米国経済の回復 

・米長期金利の上昇 

・米国の超低金利政策の長期化観測の後退 

・金融市場全体のドル売りムードの緩和 

・日銀の追加緩和観測 

・日本の財政赤字への懸念 

 

 本日は米国の第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）の発表が注目される。米国経済の先行きについての不安が

何かと意識される機会が多いが、足元では28日に発表された米地区連銀経済報告（ベージュブック）にて前

回の報告よりも経済活動の回復に減速感があることが示唆されたことや、昨晩のブラード・セントルイス連銀

総裁がデフレ懸念を示したことなどによって、先行き不安感がより強まっている印象がある。こうした中、ＧＤＰ

が市場予想よりも弱い結果を示せば、ドルが大幅に売られ、ドル/円も86円の節目を割り込む可能性がある

だろう。一方、市場予想を上回る結果となれば、昨日低下した米長期金利が上昇し、ドル/円も値を戻す展開

が予想される。 

 ただ、ここ最近のドル/円はユーロに対するドルの動きに連れて通常と違う動きをする場面もみられている点

には気をつけておく必要がありそうだ。ユーロ/ドルは結果が悪い場合に単純にドルが売られるのか、リスク

回避の動きからドルが買い戻されるのか、その時によって反応が分かれる様子がみられている。発表後はド

ル/円とユーロ/ドルの方向性を双方確認しながら取引したい。また、四半期に一度の大きな経済イベントの

日であることから、値幅はやや広めに想定しておきたいところだ。（ジェルベズ） 

本日の予想レンジ： 85.50— 87.50円 

※注目度が高い順に「◎」「○」「無印」で表示  時間は「日本時間」 

・米金融規制案への懸念 

・米国の超低金利政策の長期化観測 

・米長期金利の下落 

・米国経済の回復の鈍化 

･米財政赤字悪化懸念の高まり 

 

 

上昇要因（ドル高・円安） 下落要因（ドル安・円高） 

本日の見通し 

本日の注目イベント 
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日付 時間 注目度 経済指標、イベント等 前回発表数値 市場予想 

7/30(金） 21:30 ◎ (米) 第2四半期GDP・速報値[前期比年率] +2.7％ +2.6％ 

 21:30 ○ (米) 第2四半期個人消費・速報値[前期比] +3.0％ +2.4％ 

 22:45 ○ (米) 7月シカゴ購買部協会景気指数 59.1 56.0 

 22:55  (米) 7月ミシガン大消費者信頼感指数・確報値 66.5 67.0 


